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前文（解題）
テオフィル・ゴーティエ（Théophile Gautier，１８１１年―１８７２年）は，フ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１）本稿では，HONORÉ DE BALZAC PAR THÉOPHILE GAUTIER ÉDITION REVUE
ET AUGMENTÉE PARIS POULET MALASSIS ET DE BROISE LIBRAIRES ÉD-
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エの Honoré de Balzac の日本語訳がないのは，バルザック作品からの引用が比較的
多いことや，その指摘がバルザック研究に於ける当然の了解事項とすることからであ
ろう。『バルザック 天才と俗物の間』（霧生和夫，中央公論社，１９７８年）や『バルザッ
ク 人と思想』（高山鉄男，清水書院，１９９９年）にも，ゴーティエの Honoré de Balzac
の指摘は，頻繁に摘要がされているが，『バルザックの肖像』には，原文作品の引用
の仕方を含めて，近代的評伝の方法の一つの原型が存在するので，単なる高踏派には
分類出来ないゴーティエのバルザック論の全文訳は，あったほうが良い。
『バルザックの肖像』テオフィル・ゴーティエの翻訳（１）（佐藤） 129
（７）（『ボードレール』テオフィル・ゴーティエ 訳者 井村実名子，２０１１年，国書刊
行会）で井村は，「『見者』voyantと聞けば，誰でもアルチュール・ランボーの『見
者の手紙』（１８７９年５月）を思い浮かべるだろう。あまり注目されない事実だが，ゴ
ーティエはこの語の用例における先駆者だった。３０年代後半にバルザックの創作助手
をつとめたゴーティエの書いた懐古的な評伝『オノレ・ド・バルザック』（初出，１８５８
年）のなかに，『ファチノ・カーネ』の作者が「第二の視覚」une seconde vueと呼
ぶ異様な透視力を称賛するくだりがある。」と指摘し，そのことを先駆的なゴーティ
エがバルザックに「見者」の称号を進呈したと解釈する。また，批評家のポーラン・
ルメラックが，ゴーティエ以前に「バルザックは観察家ではない，見者だ」（「現代小
説とバルザックについて」１８５３年８月）と書いた記事も紹介する。井村の精密な注釈
はとても参考になった。本稿では，４回の連作で全文を訳読し直してから，最後の回
で幾つかの語釈や注釈を付加したい。尚，田辺貞之助にも，（『ボードレール論』テオ
フィル・ゴーティエ，創元選書１９４８年）の翻訳がある。
（８）前註４，『バルザック逸話集』（１）。
（９）前註３，『わが兄バルザック―その生涯と作品』。
